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児童福祉法等改正を踏まえた児童相談所の取組について 

  
                         平成２８年１１月１０日 

                           全国児童相談所長会 

                           会長 桜山 豊夫 

 

１ 児相を取り巻く状況 

   
①児童虐待対応件数の増加 
 全国の児童相談所の児童虐待相談対応件数の増加 
  平成２７年度 １０３，２６０件（前年度比１６．１％増） 
 
②児童福祉法・児童虐待の防止等に関する法律の改正について 

 ○子どもの権利保障の明確化 

     ○児童相談所の体制強化   等 

   

２ 児童相談所の現状 

   

 ①児童相談所の児童虐待対応の流れについて 

     別紙資料のとおり 

 

   ②児童相談所の一時保護機能について 

     児童相談所長は、必要があると認めるときは、児童の安全を迅速に確保し適切な

保護を図るため、又は児童の心身の状況、その置かれている環境その他の状況を把

握するため、児童を一時保護することができる。ただし、２か月を超える親権者等

の意に反する一時保護については、その継続の是非について児童福祉審議会の意見

を聴かなければならない。 

 

３ 児童福祉法等改正法の施行に向けた課題 

 

   ○児童相談所の専門性・組織体制の充実 

   ○一時保護機能の充実 

   ○児童相談所の調査権の強化 

   ○児童虐待対応における司法関与のあり方 

  ○市区町村の体制強化    等 




